
平成２９年１２月第４回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

（１）
深日火葬場解体
撤去工事について

・ 進捗状況について確認します

（２）
旧深日保育所解体撤去工
事について

・ 進捗状況について確認します

（３）
深日漁港ふれあい漁港・漁
村整備事業について

・ 進捗状況について確認します

・ 自主防災組織の取組みについて

・ 危機管理担当職員の拡充について

・
阪南市にできる新署所は岬町民にどれだけの効果があ
るのか

・ 泉州南消防組合の行革メニューとは

・ 臨時職員の現状について

・
地方公務員法及び地方自治法の改正案への対応姿勢
について

・ 西陵古墳の所有者について

・ 古墳内の清掃について

（２）
保育所及び小学校の統合
について

・ 少子化進む中、今後の保育所、小学校のあり方について

（３）
小学校、中学校の
一貫校について

・ 今後の小学校、中学校のあり方について

（１） 町道の安全対策について ・ 海岸線など陥没事故の対策について

（２） 防災機材の配備について ・ 緊急車両などの配備・整備状況は万全か

（３） 給食調理施設について ・ 少子化に伴い、今後の施設運営について問う

・ 多奈川地域の東川西川における大雨対策について

・ 災害時の避難について

（２）
阪神高速道路湾岸線延伸
について

・ 阪神高速道路湾岸線を岬町への延伸要望について

・
障がい者用電動車いす・高齢者用電動カーは個人負担
での購入か、または費用負担の補助をしているのか

・
岬町の住民で医療用電動いす・高齢者用電動カー等の
各電動補助具の使用台数の実態数について

・

岬町役場庁舎は、エレベーターもなく老朽化し耐震化に
ついて危険庁舎として国から指定を受けており、高齢者
障がい者等に理解が無かったのか、バリアフリー事業化
に取組みませんでした。防災対策指揮所は耐震化に優
れた強固な施設にすべきではないか

・
高齢者や障がい者の来庁者対策は、安全・安心な役場
庁舎計画（案）作業をされているのか

坂原 正勝

和田 勝弘

（１）
岬町における豪雨災害対
策について

高齢者・障がい者に優しい
耐震化ある役場庁舎につ
いて

田島 乾正

（１）
医療・福祉・介護用、電動
補助具の実態について

（２）

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問事項

奥野 　学

岬町の臨時職員について

小川 日出夫

（１） 西陵古墳の管理について

竹原 伸晃

（１）
安心安全なまちづくりにつ
いて

（２）



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

・
子育て世代への支援策が進められているが、共働き夫
婦が増加するもとで、各保育所への入所は希望通り受け
入れられているか

・

保育士の確保と相まって保育士の処遇改善が社会的に
も問題になっているが、豊かな保育を実現する上で、保
育士の質・量の確保は欠かせない。時間給の引き上げな
ど、処遇の改善が必要ではないか

（２） 防災・減災について ・
各家庭に配布された消火剤について、住民から歓迎の声
とともに不審の声が上がっている。使用上の留意点があ
り、正しい利用のための周知が必要ではないか

（３） 国民健康保険について ・

国民健康保険の都道府県単位化に伴い、岬町としては
保険料や減免規定などをどう扱う考えか。試算で示され
た統一保険料では、全府的に低所得者への負担が増や
される傾向があるが、保険料のさらなる引き下げの実現
のために、岬町として主体的な判断をおこなう考えはある
か

（１）
岬町の景観を保全する対
策について

・

岬町に急増中の、田畑等で行うソーラーパネル発電事業
安全でクリーンなエネルギーの太陽光発電は、地球環境
にやさしく今後重要なエネルギー資源ですが、岬町の空
き田畑等の土地や山等に乱立している状況
観光まちづくりを推進する岬町においては景観上マイナ
スとなり、岬町の「良さ」が失われつつあります
ソーラーパネルの乱立を防ぎ、風光明媚な景観を保全し
ながら共存可能な方策を探ります

（２）

空き家対策のその後の進
捗状況と、空き家を活用す
る岬町への転入促進事業
について

・

先の一般質問で取り上げた、空き家対策と空き家バンク
制度の見直しについて、現在までの進捗状況等について
検証します
また人口減少が続く岬町において、岬町への転入促進は
最も重要な課題です
その中で岬町の課題である「空き家」を活用した転入促
進事業の可能性を探ります

松尾 　匡

中原 　晶

（１） 保育行政について


